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令和７年度病害虫発生予察注意報第２号 

                                             

病害虫名：クロゲハナアザミウマ    

作物名：キク 

対象地域：奈良県西和地域  発生時期：早い  発生量：多い   

 

１ 注意報発表の根拠 

（１） ５月下旬の巡回調査において、西和地域のキク産地での発生ほ場率は 100％、平均

発生株率は 6.0％と多発しています。 

（２） 例年は夏頃からほ場での発生が認められる害虫であり、発生時期は早いです。 

 

２ 防除上の注意事項 

（１） 本種は主にキクの葉を葉裏から吸汁し、葉表に不整形の小さい白斑（写真１）が発

生します。ハダニの被害と間違わないよう、葉裏の虫（写真２）を確認します。 

（２） 薬剤散布する場合は、噴口を上向きにして、葉裏に薬液がかかるように散布してく

ださい。 

（３） 病害虫防除所で実施した薬剤感受性検定では、ジェイエース水溶剤、トクチオン乳

剤の効果が高かったです。その他の薬剤の効果については、北部農業振興事務所ま

たは病害虫防除所にお問い合わせください。 

（４） 現時点でほ場での発生を確認しているのは県西和地域のみですが、これ以外の地域

でも、念のためほ場での発生の有無をご確認ください。 

 

 

 

注意報  



 

 

 

 

お問い合わせは 

奈良県病害虫防除所    

TEL.０７４４－４７－４４８１     

 

その他関連情報は以下をご覧下さい 

病害虫防除所ホームページ   

https://www.pref.nara.jp/1557.htm 

奈良県農薬情報システム（農作物病害虫・雑草防除指導指針） 

http://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/nara   

 

写真１ クロゲハナアザミウマによる被害葉 写真２ クロゲハナアザミウマ成虫 


